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【
議
員
】

　

�

事
業
予
算
が
、
今
後
２
カ
年
で

5
億
8
千
万
円
増
額
と
な
る
。
そ

の
理
由
は
。

【
土
木
部
長
】

　

�

市
が
整
備
す
る
建
物
３
棟
（
物

産
・
直
売
・
カ
フ
ェ
棟
、
雑
貨
・

ベ
ー
カ
リ
ー
棟
、
体
験
・
交
流
・

テ
ナ
ン
ト
棟
）
の
設
計
面
積
を
基

本
設
計
か
ら
７
３
３
．
80
㎡
増

や
し
た
（
合
計
３
，
４
８
８
．
96

㎡
）
。
他
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
休
憩

ス
ペ
ー
ス
に
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
と
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
追
加
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
棟
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の

屋
根
、
渡
り
廊
下
、
屋
根
上
デ
ッ

キ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
を
設
計
に

追
加
し
た
た
め
。

【
議
員
】

　
�

な
ぜ
、
今
臨
時
会
へ
の
議
案
提
出

と
な
っ
た
の
か
。

【
土
木
部
長
】

　

�

当
初
の
整
備
計
画
で
は
平
成
32
年

完
成
だ
っ
た
が
、
来
年
の
茨
城
国

体
に
向
け
夏
休
み
前
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
た
め
。
な

お
、
国
と
の
並
行
事
業
な
の
で
、

オ
ー
プ
ン
の
時
期
に
つ
い
て
は
今

後
も
国
と
協
議
を
し
て
い
く
。

道
の
駅
整
備
補
正
予

算
の
理
由
は

問 議
案
第
111
号

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
森
正
雄
議

員
、
小
倉
ひ
と
美
議
員
、
三
浦
譲

議
員
、
小
島
信
一
議
員
、
鈴
木 

聡
議
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
２
回
臨
時
会

【
議
員
】

　

�

５
０
０
万
円
の
寄
附
で
新
病
院
用

に
購
入
す
る
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
の
役

割
と
機
能
と
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
、
大
規
模
災
害
時

に
被
災
地
域
に
駆
け
つ
け
て
救
急

医
療
を
施
す
医
療
チ
ー
ム
で
あ
る
。

チ
ー
ム
の
構
成
は
、
医
師
１
人
、

看
護
師
２
名
、
業
務
調
整
員
１
名

の
４
名
を
基
本
と
す
る
。
購
入
予

定
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
は
、
寄
附
者

の
意
向
に
よ
り
四
輪
駆
動
の
Ｓ
Ｕ

Ｖ
車
。
医
師
や
看
護
師
等
が
災
害

現
場
に
い
ち
早
く
、
安
全
に
到
着

し
、
医
療
を
提
供
で
き
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
。
装
備
は
、
外
装
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
赤
色
灯
、
サ

イ
レ
ン
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
な
ど
。
災
害
時

以
外
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
し
て
頻

繁
に
活
用
で
き
る
。

【
議
員
】

　

搭
載
す
る
装
備
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

標
準
と
し
て
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

と
衛
星
電
話
、
帽
子
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
手
袋
、
安
全
靴
、
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
、
そ
の
他
の
医
療
器
材
の
ほ
か

テ
ン
ト
、
発
電
機
、
飲
料
水
、
食

料
、
日
用
品
等
を
用
意
し
て
お
き
、

災
害
時
に
積
み
込
ん
で
現
場
に
向

か
う
。

質

案

議

疑

病
院
に
導
入
す
る

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
と
は

問 議
案
第
111
号

【
議
員
】

　

�

道
の
駅
建
設
工
事
の
入
札
は
条
件

道
の
駅
建
設
工
事
の

入
札
条
件

問 議
案
第
112
号

　

第
３
回
臨
時
会
で
は
三
浦
譲
議

員
、
小
倉
ひ
と
美
議
員
、
稲
川
新

二
議
員
、
小
島
信
一
議
員
か
ら
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
7
月
10
日
）

第
３
回
臨
時
会

（
８
月
21
日
）

議案質疑　
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道の駅完成イメージ図

付
き
一
般
競
争
入
札
だ
が
、
そ
の

条
件
と
は
。

【
総
務
部
長
】

　

�

入
札
の
参
加
は
指
名
選
定
委
員
会
で

※

Ｊ
Ｖ
と
決
定
し
た
。
代
表
構
成
員

に
は
市
外
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
営

業
所
を
有
し
建
築
一
式
工
事
に
お
け

る
市
外
ラ
ン
ク
Ａ
の
者
で
特
定
建
設

業
の
許
可
を
有
す
る
業
者
。
構
成
員

は
市
内
に
本
店
ま
た
は
営
業
所
を
有

し
、
建
築
一
式
工
事
に
お
け
る
市
内

ラ
ン
ク
Ａ
の
者
で
特
定
建
設
業
の
許

可
を
有
す
る
業
者
。
出
資
比
率
は
構

成
員
は
30
％
以
上
を
条
件
と
し
た
。

ま
た
、
下
請
け
に
つ
い
て
、
市
内
業

者
の
活
用
に
配
慮
す
る
こ
と
も
条
件

に
付
し
た
。

【
議
員
】

　

�

条
件
を
満
た
す
業
者
は
い
く
つ

あ
っ
た
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

代
表
構
成
員
で
は
15
社
。
構
成
員

は
10
社
あ
っ
た
。

【
議
員
】

　

�

入
札
結
果
は
２
Ｊ
Ｖ
か
ら
の
応
札

だ
っ
た
。
市
内
業
者
同
士
の
Ｊ
Ｖ

は
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

20
億
円
を
超
え
る
大
事
業
で
、
来

年
７
月
31
日
ま
で
の
約
11
カ
月
間

の
工
期
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
人
件
費
等
の
高
騰
も
あ
る
こ

と
。
一
括
発
注
の
た
め
、
下
請
け

業
者
を
抱
え
一
体
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
技
術
力
が
必
要
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
指
名
選
定
委
員

会
で
代
表
構
成
員
は
市
外
業
者
と

決
定
し
た
。

【
議
員
】

　
�

最
初
か
ら
、
市
が
市
内
業
者
同
士

の
Ｊ
Ｖ
は
で
き
な
い
と
い
う
競
争

の
チ
ャ
ン
ス
を
絞
る
必
要
は
あ
っ

た
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

当
然
、
市
内
業
者
に
よ
る
Ｊ
Ｖ
も

考
え
た
が
、
指
名
選
定
委
員
会
の

中
で
議
論
し
決
定
さ
れ
た
。

【
議
員
】

　

�

入
札
業
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
、

公
告
か
ら
入
札
ま
で
の
期
間
が
17

日
間
と
短
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

市
の
事
務
処
理
要
領
に
５
千
万
円

以
上
の
工
事
は
15
日
以
上
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
２
日
間
加
え
て
17

日
間
と
設
定
し
た
。

【
土
木
部
長
】

　

�

図
面
、
数
量
拾
い
書
、
代
価
表
を

全
て
添
付
し
て
い
る
の
で
、
短
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
。

【
議
員
】

　

�

入
札
の
結
果
、
落
札
率
が
99
．

９
％
と
非
常
に
高
い
。
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

電
子
入
札
で
適
正
に
執
行
さ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
業
者
間
の
競
争
性
、

秘
匿
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
入
札
金
額
も
企
業
努

力
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

※
Ｊ
Ｖ
…
大
規
模
か
つ
技
術
難
度
の
高

い
特
定
工
事
の
施
工
を
目
的
と
し
て
工

事
ご
と
に
複
数
企
業
で
結
成
さ
れ
る
共

同
企
業
体
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
略
。

第
３
回
定
例
会

（
９
月
14
日
）

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

今
回
耐
震
調
査
を
実
施
す
る
地
区

公
民
館
は
。

【
教
育
部
長
】

　

�

下
館
地
区
４
公
民
館
と
、
関
城
地

区
３
公
民
館
の
７
カ
所
で
あ
る　

【
森
正
雄
議
員
】

　

�

調
査
結
果
に
よ
っ
て
は
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
と
い
う
観
点
か
ら
、

市
と
し
て
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン

が
あ
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】

　

�

地
区
公
民
館
は
、
築
後
30
年
以
上

を
経
過
し
一
番
古
い
も
の
は
45
年

に
な
る
た
め
、
大
規
模
修
繕
が
必

要
と
な
る
。
今
後
は
、
小
学
校
施

設
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

と
な
る
交
流
拠
点
施
設
と
位
置
付

け
、
児
童
の
安
全
確
保
や
教
育
へ

の
影
響
等
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

公
民
館
施
設
の
今
後

の
あ
り
方
は

問 議
案
第
126
号

議案質疑
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公
民
館
と
の
複
合
化
や
機
能
集
約

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
調
査

結
果
が
出
た
ら
地
区
の
方
や
関
係

団
体
に
説
明
し
、
将
来
の
地
域
の

課
題
と
し
て
協
議
・
検
討
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
最
重
要
と
考
え
て

い
る
。

合
、
価
格
が
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
一
括
購
入
す
れ
ば
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
も
見
込
ま
れ
る
た
め

で
あ
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

地
元
業
者
の
育
成
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
ど
う
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】　

　

�

指
名
選
定
委
員
会
で
は
、
入
札
事

業
者
は
全
て
地
元
業
者
を
選
定
し

て
い
る
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

効
率
の
面
だ
け
で
な
く
、
価
格
差

は
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
３

社
に
請
け
負
わ
せ
る
よ
う
に
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

分
割
発
注
し
た
場
合
の
公
平
性
、

透
明
性
に
つ
い
て
も
審
議
し
た
が
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
か
ら
考
え
一

括
購
入
と
し
た
。

【
三
浦
譲
議
員
】

　
�

地
元
業
者
育
成
と
言
う
な
ら
、
１

台
ず
つ
３
社
の
ほ
う
が
、
コ
ス
ト

は
か
か
っ
て
も
本
当
の
育
成
に
な

る
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

【
市
長
】

　

�

今
回
は
同
一
機
器
で
あ
る
の
で
、

一
括
購
入
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

り
前
に
管
理
職
で
あ
っ
た
職
務
に
つ

い
て
も
働
き
か
け
の
規
制
の
範
囲
を

広
げ
る
も
の
で
あ
る
。

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

罰
則
規
定
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ

の
辺
の
考
え
方
は
。

【
総
務
部
長
】

　

�

も
と
も
と
地
方
公
務
員
法
の
第
60

条
、
第
63
条
、
第
64
条
に
お
い
て
、

再
就
職
者
が
働
き
か
け
を
行
っ
た

場
合
と
働
き
か
け
を
受
け
た
職
員

が
そ
れ
に
応
じ
て
仕
事
を
行
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
罰
則
規
定
が
あ

り
処
分
す
る
た
め
、
あ
え
て
罰
則

規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

第
３
条
に
お
い
て
市
の
任
命
権
者

へ
の
再
就
職
の
届
け
出
を
義
務
化

し
て
い
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

問 議
案
第
121
号

【
田
中
隆
徳
議
員
】

　

�

条
例
の
制
定
に
よ
り
、
今
ま
で
と

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

　

�

現
在
、
地
方
公
務
員
法
第
38
条
の
２

に
お
い
て
、
離
職
後
に
営
利
企
業
等

に
再
就
職
し
た
職
員
が
、
離
職
後
２

年
間
、
離
職
前
５
年
間
就
い
て
い
た

職
に
関
わ
る
契
約
等
事
務
へ
の
働
き

か
け
（
要
求
ま
た
は
依
頼
す
る
こ

と
）
を
規
制
し
て
い
る
。
こ
れ
を
今

回
の
条
例
で
新
た
に
離
職
前
５
年
よ

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

新
た
に
導
入
す
る
２
人
主
治
医
制

は
、
地
元
医
師
会
と
協
力
・
連
携

を
密
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
医
師
会
と
の
意
思
疎
通
は

ど
う
積
み
上
げ
て
き
た
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

２
人
主
治
医
制
は
、
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
が
第
１
の
主
治
医
、
西

部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
医
師

が
第
２
の
主
治
医
と
な
り
患
者
を

見
守
る
制
度
で
、
医
師
会
の
先
生

方
の
理
解
・
協
力
な
く
し
て
は
な

り
得
な
い
。
医
療
監
と
と
も
に
医

師
会
の
１
０
７
機
関
の
先
生
方
を

訪
問
し
、
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

地
域
医
療
連
携
の
構

築
状
況
は

問 認
定
第
１
号

消
防
車
を
一
括
購
入

し
た
理
由
は

問 議
案
第
116
号

【
三
浦
譲
議
員
】

　

�

な
ぜ
、
消
防
ポ
ン
プ
車
を
３
台
ま

と
め
て
入
札
し
た
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

　

�

３
台
と
も
同
一
仕
様
で
あ
り
、
そ

れ
を
複
数
社
に
分
割
発
注
し
た
場

議案質疑
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タ
ー
の
概
要
等
の
説
明
や
意
見
交

換
を
行
い
、
多
く
の
先
生
方
か
ら

励
ま
し
や
協
力
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

医
師
会
の
先
生
方
と
意
見
の
す
れ

違
い
が
あ
る
と
も
聞
く
が
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

訪
問
の
際
に
は
診
療
体
制
や
紹

介
・
連
携
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・

ご
要
望
も
い
た
だ
い
た
。

【
鈴
木
聡
議
員
】

　

�

寄
せ
ら
れ
た
要
望
・
意
見
等
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
の
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
両
医
療
監

が
一
つ
一
つ
検
討
し
、
全
て
の
医

療
機
関
、
医
師
会
の
先
生
方
に
返

答
し
て
い
る
。

要
な
財
産
的
基
礎
を
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
負
債
に
退
職
給
付
引

当
金
を
計
上
し
た
場
合
、
見
合
い

の
出
資
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

西
部
医
療
機
構
運
営

支
援
事
業
に
つ
い
て

問 議
案
第
126
号

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

�

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
県
内
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
導
入
し
、
災
害

時
に
罹
災
証
明
の
発
行
な
ど
を
円

滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

　

�

昨
年
シ
ス
テ
ム
や
共
同
整
備
に
関

す
る
説
明
会
等
が
あ
っ
た
が
、
参

加
市
町
村
が
未
確
定
の
た
め
負
担

額
も
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
後
独
自
に
導
入
し
た
常
総
市
を

除
い
た
県
内
43
市
町
村
が
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
共
同
整
備
に
同
意
し
た

こ
と
で
、
こ
と
し
５
月
の
県
の
説

明
会
で
確
定
負
担
額
が
提
示
さ
れ

た
た
め
、
今
回
補
正
、
導
入
す
る

も
の
で
あ
る
。

療
単
価
の
段
階
的
な
増
加
を
踏
ま

え
、
行
政
的
経
費
、
不
採
算
経
費

を
補
助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

開
始
貸
借
対
照
表
の
資
産
部
分
に

補
助
金
が
載
っ
て
い
な
い
の
は
、

な
ぜ
か
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

会
計
制
度
上
、
運
営
に
係
る
補
助

金
は
損
益
計
算
書
へ
計
上
し
、
経

営
活
動
の
結
果
で
あ
る
純
損
益
が

期
末
の
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
、

利
益
剰
余
金
に
計
上
さ
れ
る
た
め
、

開
始
貸
借
対
照
表
に
は
計
上
さ
れ

な
い
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

出
資
金
の
算
定
方
法
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

開
始
貸
借
対
照
表
の
現
金
を
除
く

資
産
額
か
ら
、
負
債
と
純
資
産
の

差
額
を
出
資
金
と
し
て
い
る
。

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

退
職
金
給
付
な
ど
は
す
ぐ
に
必
要

な
い
。
債
権
、
還
付
債
権
と
し
て

資
産
に
計
上
す
れ
ば
、
多
額
の
出

資
金
を
だ
す
必
要
は
な
い
の
で
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
よ
り
、

業
務
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
必

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
は
い
つ
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

　

�

平
成
31
年
４
月
の
運
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

【
三
澤
隆
一
議
員
】

　

年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

　

�

今
の
と
こ
ろ
県
か
ら
提
示
を
さ

れ
て
い
る
の
は
年
間
68
万
９
，

０
０
０
円
で
あ
る
が
、
来
年
以
降

は
維
持
管
理
費
な
ど
も
あ
り
、
変

更
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
野
ば
ら
の

会
」
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
「
声
の
議
会

だ
よ
り
第
57
号
」
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。　

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
開
始

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

問 議
案
第
126
号

【
小
島
信
一
議
員
】

　

�

西
部
医
療
機
構
運
営
支
援
事
業
の

補
助
金
の
算
定
根
拠
は
。

【
中
核
病
院
整
備
部
長
】

　

�

診
療
体
制
の
整
備
、
患
者
数
や
診

議案質疑


